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小中学校に保護者連絡サービス「tetoru」を一斉導入 
 

 

 
 

１ tetoruについて 

 tetoruは、スマートフォンを利用して「学校からの連絡配信」と「保護者からの欠席連

絡」を行うことができる、小中学校向け保護者連絡サービスです。 

本市では、このサービスに欠席連絡が出席簿に反映される「校務支援システム連携機能」

を全国で初めて導入しました。 

 

 

２ 主な機能 

・学校から保護者への「連絡配信」 

    PDFファイルや画像の添付が可能 

・保護者から学校への「欠席連絡」 

   アプリから欠席連絡が完結 

・校務支援システムとのデータ連携 

   欠席連絡の情報をシステムに取り 

込むことで出席簿への転記が不要 

 

 

３ 導入の経緯等 

  校務支援システムの更新に併せて、保護者の利便性向上と教員の働き方改革を目的とし

て、システム連携が可能な保護者連絡サービスを令和４年９月に導入しました。 

現在、段階的に運用を開始しており、年度末には全校で運用を開始する予定です。 

運用を開始した学校では、朝の欠席連絡の電話対応に追われていた状況が改善され、出席

簿への転記が不要となり、業務改善につながっています。 

▲保護者連絡サービス tetoruのサービスイメージ 

学校教育課 
担当：施設チーム  山本 

（０５６２－３６－２６８２） 

 保護者と学校のコミュニケーション円滑化と教員の業務負担軽減のため、保護者連絡

サービス「tetoru（テトル）」を 15小中学校に一斉導入し、順次利用を開始しています。 


